
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

16：00 ～ 16：45 一般口演 第 2部 座長：金岡好（あいち小児保健医療総合センター 病棟保育士、HPS）、和田丈子(にじいろのいえ 在宅ケア認定看護師) 

13：00 ～ 13：10    主催者挨拶 前田正信（NPO法人 子ども健康フォーラム 理事長） 

                 共催者挨拶 村山弘臣 (あいち小児保健医療総合センター センター長） 

01. 開発途上国における看護実践～モンゴルでの活動報告～ 

百川季子（あいち小児保健医療総合センター 看護師） 

02．小児病棟が海や森の空間に〜森の動物や海の生き物を探してお部屋に入ろう！～ 

原田香奈（東邦大学医療センター大森病院 CLS）、瀬端美沙子（CLS）、菅野真紀（小児病棟師長） 

03．Play with No Limit！〜学童期・思春期・AYA世代の療養環境向上〜 

守屋頌子（信州大学医学部附属病院 HPS）、船田沙織（副看護師長）、玉井路子（看護師長）、大澤小百合（保育士）、大倉絵梨（病棟医長） 

中沢洋三（教授、小児科長） 

04．手術室までワクワクドライブ！レッツゴー！ 

橋詰英子（あいち小児保健医療総合センター 手術室看護師長）、木股志穂（手術室看護師）、高橋貴子（手術室看護師）、 

植木美貴子（こども家族医療サポート室）、池田祐子（医療保育専門士、HPS）、宮津光範（麻酔科医師） 

16：55 ～ 17：00  閉会 挨拶 森下雅史（公立陶生病院 小児科主任部長） 

15：50 ～ 16：00  休憩 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申し込みフォーム 

https://childhealth2026.peatix.com  

問合せ先：NPO法人子ども健康フォーラム事務局 

                       担当：川合里美 

13：10 ～ 14：40 特別講演 座長：村山弘臣(あいち小児保健医療総合センター センター長） 

 

E-Mail： npo.cln.2001@gmail.com 

TEL  ： 090-6072-1171  

HP   ： https://www.npo-cln.com/療養環境研究会

/cln.com/%E7%99%82%E9%A4%8A%E7%92%B0%E5%A2%83

%E7%A0%94%E7%A9%B6%E4%BC%9A/http://www.npo-

cln.com/療養環境研究会 

プログラム    ZOOM 接続・現地開場 12：30～ 

講演 1：日本の子どもと世界の子どもの保健医療について 

長嶋正實（元 あいち小児保健医療総合センター センター長） 

講演 2：JICA 海外協力隊の経験から～モンゴルの文化や医療環境について～ 

百川季子（あいち小児保健医療総合センター 看護師） 

14：50 ～ 15：50 一般口演 第 1部 座長：黒崎あかね（島根大学医学部附属病院 CLS）、堀部篤樹（愛知産業大学 通信教育部造形学部建築学科 准教授） 

16：45 ～ 16：55 子どもの療養環境向上プログラム「チャレンジ企画」募集要項発表 

 

 

 

 

 

 

14：40 ～ 14：50  休憩 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時：令和 8年 6月 20 日(土)13:00-17:00 現地(あいち小児保健医療総合センター大会議室)＆WEB 開催 
参加申し込み〆切：6 月 12日（金）17:00まで 

 
参加費：NPO 法人子ども健康フォーラム会員：無料、会員以外：一般 2,500円、学生無料   
 
参加される方は QRコードを読み込み申し込みフォームから事前申し込みください。学生の方も必ず申し込みください。 
参加費振込みが確認できた方、会員及び学生で申し込みが確認できた方に開催 5日前までに ZOOM参加 URLをお送りします。 

子どもの療養環境研究会は、多職種で子どもの療養環境を議論する場です。また、

研究会での議論も反映し、理想の子どもの療養環境実現を目指して、あいち小児保健

医療総合センターは 2001 年に開設されました。本年で 25 年目となります。 

この節目の機会に、本会では世界の子どもの保健状況と、海外での看護実践を深く

掘り下げる特別講演を行います。長嶋先生に世界の子どもたちが置かれている保健

医療の現状について、また看護師の百川さんに青年海外協力隊として携わったモンゴ

ルの文化や医療事情、そして現地での看護実践についてお話しいただきます。 

本年は改めて原点に立ち返り、開設当時の理念を振り返るとともに、これら世界の現

状や異文化での経験を糧として、今日までの達成とこれからの課題、そして次世代に

期待される役割について、皆様と共に考えていければ幸いです。 

NPO法人子ども健康フォーラム 理  事  長 前田正信  

実行委員長 森下雅史 

05．小児処置室の環境改善の評価と課題 子どもに寄り添う「機能性」と「温かみ」の両立を目指したアンケート調査 

黒崎あかね（島根大学医学部附属病院 CLS）、椿敦美（医療保育専門士、HPS）、竹谷健（医学部長、小児科学教室教授） 

06．好きを選び、自分を表現する 「なりたい自分」を叶えるファッションショー〜Dream Colors Collection 2026〜 

馬場知穂子（遊びリパークリノアたまプラ 看護師）、佐藤智絵（保育士、HPS)、安田一貴(理学療法士、HPS)、安田伸枝(保育士、HPS)、 

森香子(看護師、HPS)、蔵松美沙(保育士)、鈴木拓真（作業療法士） 

07．いつもの動作がボッチャになる ～経験から興味につながる働きかけ～ 

古田悠貴（一宮医療療育センター 保育士）、小林博子（介護福祉士、療育副主任）、髙須智弘（看護師長）、川口誠（介護福祉士、療育課長） 

http://www.npo-cln.com/
http://www.npo-cln.com/

